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吉
島
小
学
校
校
舎
が
い
よ
い
よ
建
設
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
、

8
月

6
日

に
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
吉
島
小
学
佼
は
、
県
道
天
神
線
の
海
岸

側

(吉
島
市
営
住
宅
の
四
万
)

の
吉
島
地
内
に
、
ゃ
く
一
万
六
千
平
方

M

の
放
き
地
を
求
め
、
今
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で
怨
設
さ
れ
ま
す
。

総
工
費
は
一

億
八
千
万
円

三
か
年
計
画
で
完
成

事警ダ字智土手野者勢
一一 (1 )一一_45.9.1 

〈新川地区広域市町村圏設定〉

:される 協議会事務局つく る 1

国
で
は
、
広

域
行
政
施
策
を

す
す
め
る
た
め

判
年
度
か
ら
広

域
市
町
村
圏
を

設
定
し
て
お
り

ま
す
。

と
ん
ど

魚
津
、
黒
部
、入

善
、
宇
奈
月
朝

日
の
二
市
三
町

に
よ
る
新
川
地

区
広
域
市
町
村

閤
が
、

7
月
引

日
県
の
告
示
に

よ
っ
て
設
定
さ

れ
、
新
川
地
区

の
振
興
整
備
事

業
を
行
な
う
乙

と
に
な
り
ま
し

た
。

な
ど
、
の
ベ
面
秘
二
千
七
百
三
十
五

平
方

M
)
が
つ
く
ら
れ
る
予
定
で
体

育
館
を
除
き
、
ほ
ぽ
完
成
し
ま
す
。

第
三
年
の
灯
年
度
は
鉄
骨
造
り
五

百
五
十
八
平
方

M
の
体
育
館
が
建
て

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

校
舎
に
は
、
出
風
暖
房
装
置
が
取

り
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
近
代
的
な
施

設
が
そ
な
え
ら
れ
、
り

っ
ぱ
な
学
校

に
な
り
ま
す
。

の

乙
の
圏
域
の
設
定
に
よ
り
、
関
係

市
町
長
が
協
議
し、

8
月

3
日
協
議

会
を
設
置
し
て
資
料
の
調
査
な
ど
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

9
月
議
会
に

お
い
て
地
方
自
治
法
上
の
協
議
会
の

設
置
を
提
案
し
て
、
本
格
的
な
事
務

を
行
な
う
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
事
務
局
は
当
市
に
置
か

れ
ま
す
が
、
関
係
市
町
か
ら
職
員
一

名
ず
つ
派
遣
し
て
、

近
く
市
役
所
内

に
事
務
局
を
開
設
し
、
新
川
圏
域
計

画
の
策
定
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

協
議
会
の
今
年
度
の
事
務
は
、
新

川
閤
域
の
基
本
構
想
、
基
本
計
画
お

よ
び
実
施
計
画
を
作
成
す
る
と
と
が

目
的
で
、日
刊
年
度
か
ら
は
、
計
画
に

よ
っ
て
圏
域
の
振
興
整
備
事
業
が
実

施
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

人u

印刷三和印刷株式会社

人口のうごき げ月末)

世帯数 11.615世幣

男 22.568人

女 24.570人

(!1J) (女)

38 31 
9 13 
41 40 
54 55 

生
亡
入
出

出
死
転

転

そ
し
て
何
年
春
か
ら
新
し
い
学
校

で
勉
強
が
は
じ
め
ら
れ
る
予
定
で

す
。現

在
、
旧
加
積

・
天
神
小
学
校
校

舎
は
教
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
同
校
舎
と
も
、
古
い
と
こ
ろ

で
昭
和

2
i
3
年
ど
ろ
建
て
ら
れ
、

凶
十
年
余
り
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
数
は
、
四
百
九
十
三

人
(
加
積
三
百
九
十
四
人
、
天
神
九

十
九
人
)
で
す
が
、
昭
和
凶
年
に
は

六
百
五
十
人
ぐ
ら
い
に
な
る
見
込
み

で
す
。

八
東
城
橋
が
完
成
〉

昨
年
流
失
し
た
東
城
橋
の
か
け
か

え
工
事
が
お
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

新
し
い
僑
は
総
工
事
費
六
千
四
百
十

五
万
円
、
延
長
九
十
討
、
幅
員
五

・

五

M
橋
脚
こ
か
ら
な
る
永
久
橋
。

写
真

下下
左右

盆 b'l_
田谷
地地
内内
のの
量11:7.k ι 
t也路
復復
旧|日
エ工
事務

交
通
安
全
教
育
に
役
立
て
よ
う
と

「
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
」
が
消

防
署
横
に
あ
る
下
村
木
公
園
内
に
つ

く
ら
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
交
通
公
園
は
面
積
が
千
六
百

五
十
平
方

M
で
、
幅
五

M
の
道
路
を

中
央
で
交
差
さ
せ、

そ
の
周
囲
に
横

断
歩
道
、
信
号
機
、
交
通
標
識
、
自

転
車
用
練
習
コ

l
ス
な
ど
、
交
通
安

全
教
育
に
必
要
な
施
設
や
器
具
を
設

け
る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
運
転
用
に
は
、

松

田

操

縦
、
ジ
グ
ザ
グ
運
転
、
バ
ラ
ン
ス
転

換
、
山
り
道
路
、
見
通
し
の
き
か
な

い
道
路
、
ふ
み
き
り

な
ど、

歩
行
者
用
に

は
横
断
歩
道
、
信
号

機
の
あ
る
交
差
点
、

歩
道
(幅
一

M
)
な
ど

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

公
園
の
総
工
費
は

百
五
十
四
万
円

(う

ち
信
号
機
、欝
報
機
、

標
識
の
器
具
費
四
十

四
万
円
)
で
す
。

公
園
造
成
工
事
は

9
月
初
め
に
と
り
か

か
り
、
完
成
は
け
月

昨
年

8
月
叩
日
の
集
中
豪
雨
で
十
四
似
円
に
及
ぶ
大
き
な
災
禍
を

受
け
ま
し
た
が
、
復
旧
工
事
が
力
強
く
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
土
木
関
係
で
は
、
被
告
制
一
応
七
千
万
円
で
し
た
が
、
東
城

焔
の
か
け
か
え
、
河
川
や
道
路
な
ど
の
復
旧
に
八
千
万
円
を
か
け
四

五
軒
程
度
が
完
了
、
と
の
あ
と
何
年
度
中
に
八
千
万
円
の
復
旧
事
業

が
す
す
め
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
山
林
土
木
関
係
で
は、

ゃ
く
一
億
九
千
万
円
の
被
山
口
額
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
七
千
万
円
を
か
け
て
農
地
や
林
道
な
ど
復
旧
工
事

を
終
わ
り
、
乙
の
あ
と
何
年
度
中
に
七
千
万
円
の
工
事
が
す
す
め
ら

れ
る
予
定
で
、
七

o
r程
度
が
復
旧
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

災害復旧工事すすむ
写
点
、
上

升

点

地
内
の

水
路
復
旧
工
栴

下

完

成

し

た

泌
熊
地
内
の
栂
梁

の
予
定
で
す
。
と
れ
が
で
き
ま
す

と、

小
学
生
の
正
し
い
道
路
歩
き
方

ゃ
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
な

ど
、
実
地
に
指
導
で
き
、
交
通
安
全

教
育
に
大
き
な
役
割
を
果
す
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

消

防

塞

…
予
防
注
射

川

F

・
2
君
"
多

川
‘
‘
4
4札
晶
一
回

i結
咳
の
早
期

川

住

民

検

診

発
見
の
た
め
、

住
民
検
診
を
行

t

な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
や
勤
め
先
で

定
則
検
査
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い

『

て
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

川
〈
経
由
〉

マ

経

間

連

絡

所

H
9
月

7

川

目
前

9
・
叩

i
後
3

山
八
本
江

V

マ
本
江
公
民
館

H
9
月

8

1

目
前

9
・
犯

i
後

3

マ
魚
津
保
健

』

所

H
m月
6
目
前

9
・
叩

i
後
3

ー

マ
同
保
健
所

H
m月
7
日
後

1
1
3

川
八
住
吉

V

マ
三
ケ
八
れ
巻
和
夫
宅
H

9
月
9
日
前

9
・叩

i
什

-m
マ
住

吉
小
学
校

H
9
月
泊
目
前

8
・
叩
ー

ロ

マ

宮

律

神

社

H
9月
刊ω
日
後
1

川
〈
道
下
V

マ
記
念
社
宅

H
9
月

9
白

川

後

1
1
3

マ
青
島
社
宅

u
m月
5

目
前

9
・
叩

i
ロ

設
で
あ
る
場
合
、
条
例
で
定
め
る
「

川

特
定
施
設
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か

川

ら
、
川
刷
制
基
準
、
測
定
義
務
の
内
谷

川

な
ど
を
い
ち
ど
検
討
し
て
く
だ
さ

川

}
V

H
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
保
険

川

衛
生
課
ま
た
は
県
庁
公
害
課
に
ど
相

川

談
く
だ
さ
い
。
届
け
出
用
紙
は
、
市

川

保
険
衛
生
課
に
あ
り
ま
す
。

川

弘
同目
的問
mp日
判
明
判
明
割
弱

銭
議
選
議
薦
議
滋
吋掛
川

立市事
YJJ称
-WJJタ・タ
z

・7
・
ydgw-?対日
円
歩
泌
η

魚
津
市
の
特
産
品
を
県
内
外
に
広

川

く
紹
介
す
る
第
八
回
魚
津
特
産
品
展

川

示
会
は、

9
月
お
日

i
m
日
の
三
白

川

閥
、
市
民
会
館
と
図
書
館
で
行
な
わ

川

れ
ま
す
。

マ
日
時

H
9
月
初
日

(土

)
i
m白
川

(月
)
午
前

9
時
か
ら
午
後

6
時

川

マ
展
示
品

川

・
市
民
会
館
H
家
具
、
仏
壇
、
刃
物

川

経
木
、

漆
器
、
建
具

(ピ

ニ
フ
レ

川

1
ム
)
水
産
加
工

品
、
か

ま

ぼ

川

と
、
菓
子
、
野
菜
、
果
実

川

・
図
書
館
H
特
価
品
コ

l
ナ

'

寄

付

川

マ
一

万
円
H
双
葉
町
白
井
謙
治

マ

川

一
万
円
H
末
広
町
寺
崎
達
二

マ

五

川

千
円
H
田
方
町
中
瀬
直

昭

マ

五
千

川

円

H
大
町
島
岡

一
雄

川

香
典
返
し
の

一
部
を
社
会
福
祉
援

川

護
金
に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

川

公

害

防

止

条

例

9
M
ら
施

行

ー
ば
い
煙
な
ど
発
生
す
る
施
設
使
用
者
は
届
け
出
が
必
要
|

白
山
県
公
害
防
止
条
例
は

9
月

1

日
か
ら
施
行
に
な
り
ま
す
。

乙
の
条
例
は
、
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
目
的
と
し
、
新
た
に
規
制
基
準

や
測
定
義
務
を
お
り
と
ん
だ
も
の
で

す
。
こ
の
条
例
の
施
行
に
よ
っ
て
、

ば
い
煙
、
粉
じ
ん
、
有
害
ガ
ス
、
汚

水、

路
波
、
騒
音
お
よ
び
悪
臭
を
発

生
し
、
ま
た
は
排
出
す
る
施
設
を

使
用
し
て
事
業
を
営
む
人
は
、

9
月

初
日
ま
で
に
「
特
定
施
設
使
用
届
出

書
」
を
市
保
険
衛
生
課
を
経
由
し
、

県
知
事
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

改
正

公

防

古
島
小
学
校
は
教
育
効
果
を
高
め

る
た
め
、
加
積
小
学
校
と
天
神
小
学

校
が
、
と
と
し
の

4
月
か
ら
統
合
さ

れ
た
も
の
で
、
片
貝
小
学
校
に
つ
い

で
二
番
目
の
統
合
小
学
校
で
す
。

新
し
い
学
校
は
、
総
工
費

一
俗
八

千
五
百
万
円
を
か
け
、

鉄

筋

コ

ン

、

ク
リ
I
卜
一一一

z

d

¥

，究

-r
・L
3

、
白
ニ
』
P
」

¥

階
建

て

の

校

務

?

ヒ
コ
国
一
一
向

I
l
F
T
X

「

舎
、
そ

れ

と

を

=
E
t
E
J
4竺
4
f

一

鉄
骨
造
り
の

-
L

・
'
・
1

P

}

J

体
育
館
な
ら

主

支

ま

J
ま
る

ぴ
に
ゃ
く
五

宮
山
瓦

Z
=
ロ
F
b
E
t
z
'
:
〈

千
七
百
平
方

M
の
グ
ラ
ン
ド
が
三
か

年
計
画
で
つ
く
ら
れ
る
乙
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

第
一
年
目
の
何
年
度
は
、
工
費
三

千
九
百
五
十
四
万
円
で
鉄
筋
三
附
廷

で
の
校
舎
(
の
べ
面
積
九
百
九
十
二

平
方

M
)
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
乙
の

中
に
は
普
通
教
室
九
の
ほ
か
、
階
段

や
便
所
(
三
教
室
分
)
が
つ
く
ら
れ

ま
す
。
完
成
は
来
年

3
月
中
旬
の
予

定
で
す
。

第
二
年
の
刊
年
度
は
残
り
の
校
舎

(普
通
教
室
六
、
特
別
教
室
六
、
校

長
室
、
職
員
室
、
宿
直
室
、
機
械
室
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〈
大
町

V

マ
大
川
小
学
校

H
9
月
引

目
前

9
・
叩

i
後

3

マ
附
町
ク
ラ

プ

H
9
月
2
日
前

9
・
叩

i
後

3

マ
大
町
小
学
校

H
m月
5
日
前

9
・

叩

i
後
3

〈
村
木

V

マ
諏
訪
神
社

H
9
月

4
日

前

9
・
叩

i
後

3

マ
村
木
小
学
校

H
9
月
初
日
前

9
・
m
i後
3

マ

村
木
小
学
校

H
m月
7
日
前

9
・
初

、，t
nJL

〈
上
野
方

V

マ
大
海
寺
新
山
下
は
る

宅

H
m月
5
日
前

9
・
ω
!日
マ
上

野
方
小
学
校

H
m
H
5日
後

1
i
3

該
当
者
は
次

の
と
お
り
。

・
第

一
期
H
昭
和

糾
年

6
月

1
日
か
ら
の
年

2
月
末
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
と
昨
年
都
合
悪
く

接
極
さ
れ
な
い
人

・
第
二
期
日
来
年
小
学
校
に
入
学
す
る

昭
和
ぬ
年

4
月

2
日
か
ら
期
間
刊
年

4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

第

一
期

第

二

胡

校
下

接
種
目

政
種
民
検
診
日

qu
月

9
月

9
月

9
白

川
日

山川
田

山
田

川門
日

げ
日

日
日

目
日

間
日

引
日

お

日

mm
日

引

日

お

日

お
日

叩
月

μ
日

1
日

付け日

1
日

種

痘

道加本村大
下積 江 木町

住経
吉田

555日2929
日 日 日 日 日

7
日

7
日

7
日

松 白 片
倉倉貝

天西上上
受 神 布野中
付施方島
|時 刊

間 22 1 1 jj' 30 30 30 
は 日 日日日日 日 日
午
後
1 776 6 
l侍日日 日 日

2 
11寺9988 

日日 日日

子
宮
ガ
ン
の

早
期
発
見
を
目

的
に
次
の
よ
う

に
検
診
を
行
な
い
ま
す
ョ
検
診
希
望

者
は
、
早
め
に
市
保
険
衛
生
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
検
診
日
日

9
月
初
日
〈
水
〉

マ
場
所
H
加
積
公
民
館

(
午
後

1
時

1
1
時
初
分
)
母
子
寮
(
午
後

2

時

i
2
時
加
分
)

マ
人
員
日
両
会
場
で
七
十
名

マ
料
金
日

一
人
三
百
五
十
円

マ
申
し
込
み

H
9
月
同
日
〈水〉
ま
で

婦

人

検

診

三
歳
児
の
健

康
診
査
は
、
お

誕
生
検
診
に
な

り
、
毎
月
第
三
火
曜
日
に
実
施
し
て

い
ま
す
が
、

9
月
は
祭
日
の
た
め
、

第
四
火
曜
日
の
辺
日
午
後

1
時

1
3

時
(
魚
津
保
健
所
)
に
変
更
し
て
行

な
い
ま
す
。
該
当
者
は
昭
和
位
年

9

月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。

三
歳
児
検
診
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10月1日

めたる
一
ナヂ

」、L
H
u
-

H
H
H
リ

イ木川
・

有一
を

一
色

v~

一
H

H
1

一
就

体
の
行
政
資
料
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん

一
再

の
こ
と
、
学
術
研
究
の
資
料
、
民
間

一

作
業
の
経
営
資
料
な
ど
、
情
報
化
時

一

代
に
呼
応
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
分
野

一

で
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一

八
調
査
に
ご
協
力
を
〉

一

今
回
の
調
査
は
、
近
代
的
な
調
査

一

が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
五
十
年
目
で
も

一

あ
り
、
ま
れ
れ
‘
位
界
人
口
セ
ン
サ
ス

の
年
に
も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
調
査
も
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
正
し

い
結
果
が
期
待
で
き
な
い
わ
け
で
す

み
な
さ
ん
が
記
入
さ
れ
た
事
か
ら

は
、
統
計
を
作
る
た
お
に
だ
け
則
い

ら
れ
、
そ
の
ほ
か
の
目
的
に
別
い
る

こ
と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
ず
か
ら
、
あ
り
の
ま
ま
と
記
入
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

e
b
L川

'
d
L
r

・，

数

え

て

五

十

周

年

目

問
月

1
U別
作
で
全
国
い
っ
せ
い
に
同
勢
調
査
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
統
計
訟
に
も
と
づ
い
て
行

な
わ
れ
る
同
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
人
口
調
査
で
す
。

今
回
の
調
誌
は
、
通
算
十
一
回
目
で
大
脳
脱
調
義
に

あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に

一
九
七

O
年
の
位
界
人
口
セ
ン

サ
ス
計
岡
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
、
本
土
復
川
に
さ
き

が
け
て
、
州
'
絹
も
本
土
と
川
じ
方
法
で
調
査
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
胤
棋
に
お
い
て
は
も
っ
と
も
大
き
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

調
査
員
は
、
凶
日
ご
ろ
か
ら
み
な
さ
ん
の
お
宅
に
調

査
票
を
配
布
し
、記
入
し
て
い
た
だ
き
、
川
月

1
1
3
日

に
回
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
情
報
化
時
代
に

円
応
し
て
い
ろ
い
ろ
の
分
野
で
利
用
さ
れ
る
こ
の
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

本

同

内

の

す

べ

〈
調
査
の
範
囲

V

調
査
の
対
象
は
、
川
月

1
日
午
前

零
時
現
在
、
日
本
同
内
に
常
住
し
て

い
る
す
べ
て
の
人
で
、
ふ
だ
ん
住
ん

で
い
る
場
所
で
調
査
さ
れ
ま
す
D

た

だ
し
、
外
国
の
軍
隊
や
外
交
団
と
そ

の
家
放
は
除
か
れ
ま
す
。

常
住
す
る
人
と
は
、
三
か
月
以
上

住
ん
で
い
る
か
、
ま
た
調
査
目
前
後

を
通
じ
て
三
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て

住
む
乙
と
に
な
っ
て
い
る
人
で
す
。

持ザ

正
し
く
き
れ
い
に

〈
調
査
の
事
項
〉

調
査
事
項
は
、
つ
ぎ
に
か
か
げ
る

二
十
二
項
目
で
、
前
回
に
く
ら
べ
て

七
項
目
ふ
え
て
い
ま
す
。

①
氏
名
①
世
帯
主
と
の
統
柄

①

男
女
の
別

@

出

生

の

年

月

①

国

籍

①
配
偶
の
関
係
(
結
婚
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
別
)
⑦
結
婚
年
数

③
い
ま
ま
で
生
ん
だ
子
ど
も
の
数

①
現
住
地
に
入
居
し
た

時

期

⑪

前

住
地
@
教
育
(
在
学
か
否
か
の
別

最
終
卒
業
学
校
の
種
類
)
⑫
仕
事

を
し
た
か
ど
う
か
の
別
(
就
業
状
態
)

⑬
従
業
地
ま
た
は
通
学
地
@
従
業

地
、
通
学
地
ま
で
の
利
用
交
通
手
段

⑬
従
業
上
の
地
位
(
業
主
、
雇
用
者

な
ど
の
別
)
⑮
勤
め
先
、業
主
な
ど

の
名
称
お
よ
び
事
業
の
積
類
(
産
業
〉

⑪
本
人
の
仕
事
の
種
類
(
職
業

d

⑬

世

帯

の

栂

類

⑬

住

居

の

和

類

@
住
宅
の
居
住
室
数
@
居
住
宅
の

白
数
@
家
計
の
収
入
の
祖
類

⑫
⑬
⑪
は
、
人
円
の
経
済
活
動
の

状
態
を
は
あ
く
す
る
た
め
の
項
目
で

人
口
の
経
済
構
成
、
職
業
構
成
な
ど

わ
が
国
の
雇
用
状
況
の
将
来
予
測
や

産
業
立
地
の
資
料
と
し
ま
す
。
ま
た

⑬
⑪
は
、
通
勤
、
通
学
の
状
態
を
明

ら
か
に
し
、
昼
間
人
口
の
算
出
や
都

市
計
画
、
交
通
計
画
、
道
路
採
備
な

ど
基
本
デ

l
F
を
得
る
た
め
の
も
の

で
す
。

⑬
i
@
は
世
帯
に
つ
い
て
調
持
す

る
も
の
で
、
位
帯
の
構
成
や
人
員
、
居

住
の
状
態
に
つ
い
て
く
わ
し
く
分
折

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

第 3種郵便物認可

て

の

人

が

対

象

調
査
員
証
を
携
行

〈
調
査
の
方
法
〉

と
の
調
査
に
は
、
全
国
で
や
く
五

十
七
万
の
調
査
区
が
設
け
ら
れ
、
乙

の
調
査
区
に
一
人
ず
つ
調
査
員
が
配

目
さ
れ
ま
す。

(
魚
津
市
は
二
百
三

十
三
人
〉

調
査
員
は
、

9
月

μ
日
か
ら
叩
日

ま
で
の
聞
に
各
世
帯
に
調
査
票
を
く

ば
り
、
調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し
ま

す
。
叩
月

1
日
か
ら

3
日
ま
で
に
作

位
帯
を
訪
問
し、

記
入
ず
み
の
調
査

票
を
回
収
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
乙
の

調
査
票
に
も
と
づ
き
、

「
調
査
個
菜

」
を
作
成
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査

書
類
は
、
市
町
村
に
集
め
ら
れ
、
審

査
さ
れ
た
後
‘
県

を
通
じ
て
総
理
府

へ
送
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
調
査
員

は
総
理
府
が
発
行

す
る
「
調
査
員
証

」
を
庇
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

能力再開発訓練の利用を

商
庖
や
工
場
な
ど

で
は
、
入
手
不
足
が

深
刻
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
と
く
に
産
業

界
で
は
技
能
を
身
に

つ
け
た
人
を
求
め
て

お
り
ま
す
。

転
職
の
た
め
、
新

た
な
職
業
に
つ
乙
う

と
考
え
て
い
る
人
、

段
漁
業
者
で
新
規
に

職
業
に
つ
こ
う
と
考

え
て
い
る
人
、
一
軒
年

後
も
引
き
続
き
職
業

に
つ
こ
う
と
考
え
て

い
る
人
に
、
能
力
再

開
発
訓
練
が
実
施

能
力
再
開
発

等
技
能
学
校
な

ま
す
。

〈
訓
練
中
の
特

①
綬
業
料
は

無

料

①

失

業
保
険
受
給

者
は
訓
練
修

了
ま
で
給
付

が
延
長
さ
れ

る

①

ζ

の

ほ
か
に
受
講

手
当
、
通
所

手
当
が
支
給

④
失
保
受
給

さ
れ
て
い
ま
す

訓
練
は
、
県
内
の
日

ど
で
ひ
ら
か
れ
て
い

典
V 

。

資
格

人
で
、
三
十
五
歳
以
七

の
な
い

の
人
は
、
職
業
安
定
所
の
認
定
指
示

を
受
け
た
場
合
、
月
二
万
四
千
円
程

度
の
訓
練
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。

(
魚
津
公
共
職
業
安
定
所
〉

い
ま
ま
で
の
国
民
年
金
は
、
同
じ

か
け
金
を
し
て
、
同
じ
額
の
年
金
を

う
け
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
厚
生
年
金
な
ど
の
職

場
の
年
金
は
、
そ
の
人
の
所
得
に
応

じ
た
か
け
金
を
し
て
、
そ
の
所
得
に

応
じ
た
年
金
を
受
け
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
で
も
、
所
得
の
高
い
人

は
、
老
後
も
当
然
高
い
年
金
を
う
け

た
い
と
い
う
声
が
強
か
っ
た
の
で
、

と
ん
ど
法
律
が
か
わ
り
、
新
し
く
所

得
比
例
の
年
金
が
で
き
ま
し
た
。

乙
の
所
得
比
例
の
年
金
は
、

一
般

の
か
け
金
の
四
百
五
十
円
の
ほ

か

に
、
月
三
百
五
十
円
上
積
み
し
、
あ

わ
せ
て
八
百
円
を
か
け
金
し
て
、
日

い
年
金
を
う
け
る
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

V
加
入
で
き
る
人

現
在
、
国
民
年
金
の
一
般
の
か
け

金
を
し
て
い
る
人
は
、
川
つ
で
も
加

入
で
き
、
ま
た
、
い
つ
で
も
や
め
る

と
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
一
般

の
か
け
金
が
免
除
さ
れ
て
い
る
人
や

f

，Ba
a
s
-
f
 

今
回
の
国
勢
調

-v

:
i
hE

査
で
は
、
市
町
村
別
の
基
本
的
な
統

計
を
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
、
し
か

も
早
く
公
表
す
る
た
め
、
前
回
よ
り

も
大
型
の
沼
子
計
鋭
機
を
改
良
し
た

「
先
学
式
読
み
取
り
装
山
」
を
用
い

て
集
計
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

〈
集
計
の
方
法
〉

〈
結
果
の
公
表

V

ま
ず
、
県
や
市
町
村
別
人
口
と
此

借
数
が
こ
と
し
の
ロ
月
中
に
速
報
と

し
て
公
表
さ
れ
、
来
年

5
月
末
ま
で

に
人
口
の
確
定
数
が
官
報
に
告
示
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
、
教
育
、
就
業
状

態
、
産
業
、
職
業
、
世
帯
、
住
℃
な

ど
に
凶
す
る
基
本
的
な
集
計
結
果

は
、
都
道
附
県
ご
と
の
報
告
占
に
ま

と
め
ら
れ
、
来
年
4
月
ど
ろ
か
ら
順

次
刊
行
さ
れ
ま
す
。

h
-
F
7

集
計
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

公
民
館
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
青

少
作
の
普
怠
親
切
辺
助
を
抗
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
よ

う
な
乙
と
に
、
み
な
さ
ん
の
ど
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①

地

域
、
隣
り
組
、
各
部
凶
体
組
織

の
中
で
、
青
少
年
の
者
意
や
親
切
な

行
動
の
発
見
に
つ
と
め
る
。

①
そ
の
行
為
は
地
域
を
明
る
く
し
、

人
々
の
心
を
感
動
さ
せ
る
ど
ん
な
小

さ
い
親
切
や
一
芯
日
認
で
も
結
構
で
す
。

①
職
場
、
学
校
を
離
れ
た
地
域
社
会

で
汚
点
以
や
刻
切
な
行
動
を
耳
に
し
た

場
合
、
医
.長
、
公
民
館
長
、
同
主
事

各
種
団
体
長
な
ど
に
ど
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
電
話
で
報
告
が
あ
れ
ば

係
り
が
出
向
き
ま
す
。

①
報
告
内
容
は
、
善
意
、
親
切
行
為

者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
行
為
な

ど
。
報
告
は
中
央
公
民
館
事
務
局
(

水
族
館
前
)
へ
ど
報
告
く
だ
さ
い
。

①
報
告
さ
れ
た
善
意
や
親
切
行
為

は
、
運
動
推
進
委
員
会
で
分
析
、
検

討
し
、
表
移
す
る
。

ζ

の
運
動
は
明
る
い
市
民
づ
く

り
、
人
間
性
ゆ
た
か
な
青
少
年
育
成

に
新
し
い
方
向
を
示
し
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
年
年
金
に
加

乙
の
制
度
に
畑
一

V
年
金
額

所
得
比
例
4

0
円
×
所
得
げ

と
な
り
、

一
一僻

さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
一
一

し
ま
す
と
、
所

五
万
四
千
円
と

年
金
(
二
十
五

千
円
)
と
合
わ

円
の
年
金
が
安

V
加
入
手
続
き

こ
の
制
度
に

人
は
、
申
出
書

内
年
金
委
員
か

山
し
て
く
だ
さ

つ
く
っ
て
よ

果
実
酒
と
は

上
の
し
よ
う
ち

ん
、
す
も
も
、

に
ん
に
く
、
.
く

ま
た
た
び
、
さ

み
、

レ
モ
ン
の

を
加
え
て
つ
く

飲
む
た
め
に
白

け
で
す
。
乙
れ

と
し
て
摘
発
さ

入
し
て
い
る
人
は
、

入
で
き
ま
せ
ん
。

の
年
金
額
は
、

一
八

例
分
を
か
け
た
月
数

の
老
齢
年
金
に
加
算

-
十
五
年
間
か
け
金
を

得
比
例
分
の
年
金
が

な
り
、

一
般
の
老
齢

年
聞
か
け
て
九
万
六

せ
ま
す
と
、
十
五
万

給
さ
れ
ま
す
。

加
入
を
希
望
さ
れ
る

に
記
入
押
入
し
、
町

市
役
所
市
民
課
へ
提

B
H
V
 

家
庭
で
つ

く
れ
る
も
の

は
二
十
度
以

ゅ
う
に
、
梅
、
み
か

か
り
ん
、
い
ち
ど
、

と
、
し
そ
、
く
わ
、

る
な
し
、
と
ち
、
ぐ

い
ず
れ
か
と
、
糖
類

る
も
の
で
、
自
分
で

分
で
つ
く
る
場
合
だ

以
外
は
「
や
み
漕
」

れ
ま
す
。

L、

1
1
1一

さ
き
ご
ろ
、
氷
見

一

一

市
で
造
林
地
の
火
入

-一

i

れ
作
業
中
に
煙
に
ま

寸

か

か
れ
て
焼
死
す
る
と

え

れ

い
う
痛
ま
し
い
事
故

考

は

が
お
き
ま
し
た
。
乙

を

似

れ
か
ら
は
火
入
れ
作

牛
s

地

業
が
盛
ん
に
行
な
わ

条

創

れ
る
シ

ー
ズ
ン
と
な

一一

.-

り

ま

す

の

で

、

火

の

ω
一

取
り
扱
い
に
十
分
に

ラ

一

ど
注
意
願
い
ま
す
。

「
l
|一

マ
火
入
れ
に
よ
る
地
ご

し
ら
え
万
法
を
検
討
す
る
。

マ
火
入
れ
す
る
場
合
は
、
必
ず
市
長
の

許
可
を
受
け
、
そ
の
指
示
に
従
う
。

マ
火
入
れ
の
時
期
は
、
気
象
条
件
(
風

力
、
風
向
、
気
温
、
空
中
湿
度
)
を

よ
く
考
え
て
行
な
う
。
支
障
あ
る
と

き
は
す
ぐ
に
中
止
す
る
乙
と
。

マ
万
一

、
山
火
事
が
発
生
し
た
と
き
は

消
火
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず

る
と
と
も
に
、
消
防
署
や
付
近
住
宅

に
急
報
す
る
。

八
日
曜
祭
日
の
当
番
医
〉

V
6
日

H
(昼
)
新
金
屋
一

了
目
羽
田

医
院
〈
夜
)
末
広
町
平
井
病
院

V

は
日
H
〈
昼
)
友
道
扇
谷
医
院

(
夜
)

本
江
越
野
医
院

V
日
日
日
(
昼
)
角

川
町
熊
西
医
院
(
夜
〉
下
村
木
河
内

病
院

v
m日
H
(
展
)
江
口
魚
津
神

経
サ
ナ
ト
リ
ュ
l
ム
(
夜
〉
緑
町
早

川
病
院

v
n日
H
(昼
〉
火
の
宮
町

沢
口
医
院
(
夜
)
中
央
通
り
二
丁
目

桝
崎
医
院

V
幻
日
H
(展
)
北
鬼
江

栴
同
病
院
(
夜
)
本
江
宮
元
医
院

ミ公衆用はかり ミ

利用しましょう

県と市では、富山県百I":LJl協会の

協力によりパブリックスケーノレ(

公衆用はかり〉を市内の 2か所に

設置しております。

乙のはかりは、はかる生活の重

要性を認識してもらうことを問的

として、街頭に設けられているも

のです。また、言|・量について、み

なさんのど意見を聞くため投苫箱

も設けられています。

はかりの設ü"1~場所は、I>ffi鉄魚
津ステーションピノレ横の富川食料

品目前 1>利l明横丁角の竹EFI電気

目前の 2か所です。

歩こう会

9月の歩こう会は、上市眼目山

へ行きますo 参加希望者は 6日

(日)午前81時までに、 i十l食お持ち

のうえ、m鉄魚伴駅前へお集まり

ください。

コースは電鉄魚津駅午前 8"寺21
分発山山行き氾l:liに乗り、上市駅

で 下車、上71J駅ー11民団山聞を往復

し(やく 121cm)上市駅から沼車で帰

りますo

国民健康保険税第2期

に
ぎ
や
か
に

魚
津
観
光
ま
つ
り

魚
津
観
光
ま
つ
り
は
、

7
1
8
日

の
二
日
間
盛
大
に
行
な
わ
れ
、
た
く

さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
バ

ト
ン
ト
ワ
ラ
l
ズ
の
整
然
と
し
た
市

中
行
進
、
二
百
人
余
り
が
参
加
し
た

せ
り
込
み
蝶
六
町
流
し
、
夜
空
を
七

色
の
先
で
い
ろ
ど
っ
た
花
火
大
会
、

魚
津
名
物
の
た
て
も
ん
祭
り
、
と
う

ろ
う
流
し
な
ど
多
彩
に
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

(
写
真
H
せ
り
込
み
蝶
六
の
町
流
し
)

叩
日
に
消
防
訓
練

9
月
日
日
は
魚
津
市
大
火
か
ら
十

四
周
年
を
迎
え
ま
す
。
消
防
本
部
で

は
、
二
度
と
あ
の
よ
う
な
災
禍
を
く

り
返
さ
な
い
よ
う
防
火
思
想
の
普
及

を
は
か
る
た
め
、
消
防
訓
練
を
行
な

い
ま
す
。

同
日
午
後

7
時
叩
分
か
ら
魚
津
神

社
で
、
消
防
団
員
が
集
ま
っ
て
無
火

災
祈
願
を
し
、
そ
の
あ
と
サ
イ
レ
ン

吹
附
と
同
時
に
、
消
防
車
十
六
台
に

よ
る
い
っ
せ
い
放
水
と
、
消
防
車
に

よ
る
市
中
パ
レ
ー
ド
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
の
発
展
に
役

立
っ
て
い
る
簡
易
保
険

郵
似
川
の
簡
易
保
険
は
、
安
い
保

険
料
で
大
き
な
保
障
を
し
、
み
な
さ

ん
の
生
活
安
定
と
福
祉
を
増
進
す
る

と
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
掛
け
ら
れ
る
保
険
料

今月の市税

は
、
資
金
と
し
て
、
住
宅
、
学
校
、

漁
港
、
病
院
、
道
路
な
ど
の
建
設
に

利
用
さ
れ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
佼

立
っ
て
い
ま
す
。
魚
津
市
で
も
や
く

二
億
円
の
こ
の
資
金
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

郵
便
局
の
間
抗
保
険
は

9
月
か
ら

新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
が
、
魚
津
郵

便
局
で
は
、
わ
ず
か
の
掛
け
金
で
交

通
災
害
か
ら
み
な
さ
ん
を
守
る
た
め

の

「
似
省
特
約
付
保
険
」
を
普
及
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
各
ご
家
庭
へ
係
員
を
派
遣
し
て

ど
相
談
を
受
け
る
と
と
に
し
て
い
ま

す
。

八
五
校
が
郵
便

番
号
を
書
く

昭
和
特
年

7
月
に
発
足
し
た
郵
便

番
号
制
度
は
、
乙
と
し
で
二
年
に
な

り
ま
す
。
魚
津
市
の
番
号
記
載
率
は

八
五
軒
以
上
で
、
全
国
平
均
の
八

O

Y
よ
り
か
な
り
上
ま
わ
っ
て
い
ま

す。
魚
津
郵
便
局
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
と
協
力
で
、
年
内
に
は
九

O

V
引
ま
で
に
と
ぎ
つ
け
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
番
号
が
間
違
っ
て
い
た
り
、

わ
く
か
ら
は
み
だ
し
た
り
、
か
す
れ

た
字
、
つ
づ
け
た
字
は
せ
っ
か
く
書

い
て
も
意
味
が
な
い
の
で
、
郵
便
局

で
は
、
正
し
く
は
っ
き
り
と
書
い
て

い
た
だ
く
よ
う
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

旧
軍
人
の
一
時
恩
給

旬
日
ま
で
届
け
出

と
れ
ま
で
旧
軍
人
の
一
時
恩
給
は

兵
を
含
め
実
在
職
七
年
以
上
十
二
年

未
満
の
人
に
支
給
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
乙
れ
以
外
の
次
の
よ

う
な
人
で
、
ま
だ
届
け
出
て
な
い
人

は、

9
月
日
日
ま
で
軍
恩
連
盟
魚
津

支
部
(
中
央
通
り
棚
橋
精
肉
庖
)
へ

お
申
し
出
く
だ
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
却
年
8
月
日
日
以
後
退
職
し

た
旧
軍
人
で
、
引
き
続
く
実
在
職
年

が
三
年
以
上
七
年
未
満
の
人
(
兵
を

含
む
)

①
昭
和
凶
年

2
月
以
後
、
同
却
年
8

月
同
日
ま
で
に
退
職
し
、
そ
の
引
き

続
く
実
在
職
年
が
三
年
以
上
七
年
未

満
の
下
士
官
以
上
で
、

一
時
恩
給
を

受
け
な
か
っ
た
人
。

納期限は 9月30日です

土
地
改
良
区
事

務
所
が
移
転

魚
津
市
土
地
改
良
区
事
務
所
は
、

市
役
所
内
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が

こ
の
ほ
ど
仁
村
木
地
内
に
移
転
し
ま

し
た
。

新
し
い
事
務
所
は
、
魚
津
駅
前
の

三
十

M
道
路
が
旧
国
道
と
交
差
し
て

い
る
西
国
十
壮
棋
の
道
か
ら
山
手
へ

百
五
十

M
ぐ
ら
い
行
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。


